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日本政策金融公庫特別参与　横山 典弘

創業融資を担当しております国民生活事業本部か

ら、何点かご紹介いたします。

1点目は、皆様のお手元にお配りした『起こす！

50』のご紹介です（スライド 2）。我々の現場職員

が年間 2万 6千件ほどの創業融資先の中から選定し

た50の事例を掲載した事例集です。各都道府県 1件

ずつ、大都市部は 2件、沖縄振興開発金融公庫のご

協力もいただいて選定しました。課題解決に関する

取り組みの面でも、業種、分野、創業者層や創業形

態などの面でも、さまざまな事例を幅広く掲載して

います。これらの事例を参考に創業の裾野が拡がる

ことを期待しています。

2点目は、27年度上半期の創業融資の実績です

（スライド 3）。冒頭の細川の挨拶にもあったよう

に、過去最高の水準であった昨年度の上半期と同水

準を維持しています。業種の構成では、外生的要因

により太陽光発電関連が大きく縮小しましたが、太

陽光発電関連以外の業種において 6～ 7％伸びまし

た。性別や年齢では、女性や若者の創業が増えてい

るという特徴がありました。

3点目に、我々の創業融資の取り組みをご紹介し

ます。政府の成長戦略や小規模事業基本法、地方創

生、最近では 1億総活躍など、さまざまな政策にお

ける共通項として創業があります。何よりも、創業

したいという皆様の課題解決に向けた熱い思いをサ

ポートしたいということで、公庫としては非常に力

を入れて取り組んでいるところです（スライド 4）。

スライドの一番上の枠の中に 4つほど特徴を挙げて

います。第 1に、創業には、創業前の段階から事業

安定に至るまで幅広いステージがあります。また、

株式会社やNPO法人など、多様な創業の形態に対

応しています。第 2に、創業の融資を相談いただく

過程では、事業計画のブラッシュアップに非常に力

を入れております。言うなれば「稼ぐ力」の向上に

もつながっていると自負しております。第 3に、商

工会議所、中小企業基盤整備機構、自治体、各地の

経済産業局、民間の金融機関など、さまざまな関係

機関との連携を図りながら、幅広い支援を行ってい

ます。第 4に、少子高齢化の中で創業を増やすこと

は難しい状況です。商業、サービス業の立地の場で

ある「まち」の活性化、遊休資産の活性化、個人保

証の見直しなどウイングの広い対応を行うことが重

要です。さらに、起業教育、起業スピリットの向上

なども重要です。そこで、 3年前から「高校生ビジ

ネスプラン・グランプリ」に取り組んでおります。
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本日お越しの慶應義塾大学の樋口先生にも審査員長

をしていただいております。

このように、国民生活事業本部としては、今後と

も総合研究所と連携しながら、創業融資及び支援の

拡充に努めていきたいと思っております。
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